
平成２３年度事業計画 

 

 

平 成 ２ ３ 年 ３ 月 １ ０ 日  

社 団 法 人  日 本 私 立 医 科 大 学 協 会  

 

１．  企画委員会（継続） 

 

本委員会は、協会活動をめぐる状況の変化に対応す

る た め 、 企 画 立 案 を 行 い 、 理 事 会に 提 議 す る 。 ま た 、

協会自体の自己点検・評価を担当する。 

 

 

２．学生定員に関する委員会（継続） 

 

本委員会は、昨今の医師不足の深刻化並びに医師偏

在による医療崩壊ともいえる状況に鑑み、医療提供体

制を担う医師の教育と養成に協力するものである。 

平成２２年１２月に文部科学省は「今後の医学部入

学定員の在り方等に関する検討会」を設置し、これま

での文部科学省並びに厚生労働省の医師養成の取り組

みや平成２２年度以降の医学部入学定員の在り方等に

ついて検証を進めている。 

当該検討会は平成２３年末を目途に意見を取りまと

める予定であることから、この動向に注視しつつ、社

会情勢に対応して、診療科における医師偏在の是正並
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びに地域医療を担う医師の養成と確保にどう対応すべ

きか協議し、慎重に対応する。 

 

 

３．  学長・医学部長会議（継続） 

 

本 会 議 は 加 盟 大 学 間 の 連 帯 及 び 相 互 協 力 関 係 を 強

化するために、医科大学を取り巻く教学・研究上の諸

問題についての情報及び意見交換をすすめ、協会活動

への助言を行う。 

さらに、加盟大学の特色ある医学教育を推進し、加

盟大学の教育の質を向上させるために、大学改革の動

向の今後を注視しつつ、学生定員に関する委員会、卒

前・卒後医学教育委員会、研究体制検討委員会、学生

部委員会とも連携し活動する。 

 

 

４．  財務担当理事者会議（継続） 

 

本 会 議 は 加 盟 大 学 の 財 務 担 当 理 事 に よ っ て 構 成 さ

れ、必要に応じて私立医科大学（医学部）の財政問題

全般の検討を行うとともに、国の厳しい予算のもとで

の経常費補助金等のあり方、並びに消費税問題等税制

上の問題について精力的に協議・検討を行い、対応に

努める。 

税制問題検討委員会（継続）は、医科大学に関連す
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る税制上の問題全般について調査・研究を行っている

が、今後は、現民主政権において喫緊の課題となって

い る 消 費 税 の 税 率 引 上 げ が 最 重 要 問 題 と し て 挙 げ ら

れる。消費税による損税問題に関する対応策を日本医

師 会 並 び に 日 本 病 院 団 体 協 議 会 と構 想 す る と と も に 、

必要に応じ、協会理事会の承認のもと政府・国会等関

係各方面との折衝をすすめる。 

 

 

５．  教育・研究部会 

 

（１）卒前医学教育委員会（継続） 

   本 委 員 会 は 、 各 大 学 が 抱 え る 卒 前 医 学 教 育 の 諸

問 題 に つ い て 意 見 交 換 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 調

査 ・ 研 究 を 行 っ て い る 。 本 年 度 は 、 ① モ デ ル ・ コ

ア ・ カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 版 （ ２ ０ １ ０ 年 版 ） へ の 取

組について、②卒前教育から初期臨床研修（特に、

将 来 へ の キ ャ リ ア 形 成 ） へ の 円 滑 に 移 行 す る た め

の 取 組 に つ い て 、 ③ 医 学 部 学 生 と し て の 資 質 教

育・人間教育について、協議・検討を行う。 

 

（２）卒後医学教育委員会（継続） 

本 委 員 会 は 、 平 成 １ ６ 年 ４ 月 よ り 開 始 し た 新 医

師 臨 床 研 修 制 度 を 中 心 に 、 各 大 学 が 抱 え る 諸 問 題

を取り上げるため、調査・研究を行っている。 

厚 生 労 働 省 は 、 医 道 審 議 会 医 師 分 科 会 医 師 臨 床
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研 修 部 会 を 開 催 し 、 平 成 ２ ４ 年 度 以 降 の 医 師 臨 床

研修への対応について検討を進めた。 

本 委 員 会 は 、 本 協 会 臨 床 研 修 制 度 の あ り 方 等 に

関 す る 検 討 委 員 会 と 連 携 し 、 同 部 会 の 動 向 に 注 視

し つ つ 、 適 宜 同 部 会 に 意 見 を 提 出 す る と と も に 、

① 初 期 臨 床 研 修 の 到 達 目 標 と そ の 評 価 方 法 に つ い

て 、 ② 臨 床 研 修 修 了 基 準 と 卒 前 臨 床 実 習 と の 一 貫

性 、 ③ 臨 床 研 修 指 定 病 院 の 基 準 、 ④ 大 学 病 院 に お

け る マ ッ チ ン グ 率 向 上 へ の 取 組 に つ い て 、 ⑤ 初 期

臨床研修制度と大学院制度（社会人枠を含む）等、

について協議・検討を進める。 

 

（３）研究体制検討委員会（継続） 

本委員会は、次期テーマとして、臨床研究に伴う

諸問題、例えば、臨床研究の審査体制や特許取得な

どに伴う問題点を取り上げ、各大学を対象にアンケ

ート調査を実施し、その現状を明らかにするととも

に改善策を提言していく。 

 

（４）学生部委員会（継続） 

本委員会は、学生支援体制に関する各大学の現状

と問題点について意見交換を行い、併せて調査・研

究を行っている。本年度は、第９回学生生活実態調

査集計結果を基にした要約版「医学生Ⅴ」の編纂作

業と共に、学生の健康管理、成績上位者や素行不良

者への対応、学生とのパートナーシップの構築につ
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いて協議・検討を行う。 

 

（ １ ）、（ ２ ）、（ ３ ） 及 び （ ４ ） に つ い て は 必 要 に 応

じ 、 学 長 ・ 医 学 部 長 会 議 と 連 帯 し 、 調 査 ・ 研 究 に 努

める。 

 

（５）教務事務研究会（継続） 

本 研 究 会 は 私 立 医 科 大 学 の 教 育 研 究 の 充 実 に 関

する共通の基本問題について、教務学生部関係事務

職員による共同研究を行い、教務・学生業務の改善

を図るとともに、事務職員の資質の涵養と事務の能

率化を図るための研修会等を行う。併せて、本研究

会の中に、①研修企画部会、②卒前教育部会、③学

生 生 活 部 会 、 ④ 大 学 院 ･卒 後 教 育 部 会 、 ⑤ 管 理 運 営

部会等の専門委員会を設置し、加盟大学間の事務的

情報交換及び自己点検・評価並びに入試関係資料の

整備充実に努める。 

また、加盟各大学の入試活動の一環として、平成

２ １ 年 度 か ら 実 施 し て い る 私 立 医 科 大 学 合 同 入 試

説 明 会 ・ 相 談 会 を 本 年 度 も 継 続 開 催 す る と と も に 、

同会に関する全体的統轄を行う「入試検討会」と情

報を共有して活動を行う。 
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６．  病院部会 

 

厚 生 労 働 省 が 行 う 医 療 行 政 に 対 応 す べ く 適 宜 ワ ー

キンググループを設け、大学病院医療のあり方等の協

議検討を行う。 

 

（１）特定機能病院に関する委員会（継続） 

本 委 員 会 は 特 定 機 能 病 院 に 関 す る 諸 問 題 を 整 理

するとともに、特定機能病院が高度な医療機能を十

分 発 揮 で き る 体 制 整 備 に 必 要 な 財 政 的 配 慮 が な さ

れるよう働きかける。 

 

（ ２ ） 特 定 機 能 病 院 等 に お け る 包 括 評 価 制 度 に 関 す る

調査研究分析ワーキンググループ（継続） 

特 定 機 能 病 院 等 に お い て 実 施 さ れ て い る 診 断 群

分類に基づく１日当り定額報酬算定制度「ＤＰＣ／

Ｐ Ｄ Ｐ Ｓ 」（ Diagnosis Procedure Combination/Per-Diem 

Payment System）に つ い て 調 査 ・ 研 究 を 行 い 、 診 断 群

分類別コストデータの集積と分析、更なる精緻化に

向け、厚生労働省中央社会保険医療協議会ほか関係

各 方 面 に 対 し て 適 切 な 運 用 を 図 る べ く 提 案 し て い

く。 

さらに、本院２９大学病院におけるコストデータ

調査結果に基づく経営管理指標を目的としたベンチ

マーキング事業〔厚生労働省「ＤＰＣの影響評価に

係る調査」ならびに「外来調査」データを利用した
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病院間（自院と他病院）比較等〕について、更なる

分析方法の検討および操作上の問題点の整理等につ

いて議論を行っていく。 

 

（３）医療安全対策委員会（継続） 

厚 生 労 働 省 は 、「 患 者 の 安 全 を 守 る た め の 医 療 関

係者の共同行動」を提唱し、行政・医療関係者が一

体となって取り組むこととしている。 

医療安全相互ラウンドは、「医療安全自己評価表」

に基づき、「本院」は東西２ブロックに分け相互ラウ

ンドの拡充を図り、１対１のラウンド方式とし、「分

院」も本年度より、原則として全病院を対象とした

１対１ラウンド方式にて実施する。 

病院間の相互ラウンドの結果を踏まえ、加盟大学

附属病院における医療安全に関する討議を積極的に

行い、大学病院の運営管理責任者をはじめ医療従事

者の医療安全に関する一層の意識向上を図っていく。 

私立医科大学病院感染対策協議会（新規）（議長：

岩田 敏慶應義塾大学病院感染制御センター長）は、

医療安全対策委員会の下部組織として設置し、国公

立大学附属病院と院内感染対策に関する連携を図り

つつ、院内感染問題に積極的に取り組んでいく。 

本協議会は、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師

から選出された運営委員会を編成し、感染対策にお

ける実施・評価並びに医療従事者の教育等に関する

行動計画を提案していくととともに、職種別専門職
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部会において、感染対策に対する各職種の参画を推

進していく。 

主な活動は、①感染対策相互ラウンドを医療安全対

策委員会が実施する医療安全相互ラウンドに感染対

策担当者が同行する形式により継続すること、②加

盟大学附属病院に評価員を派遣し、感染対策の状況、

問題点の把握と改善に必要な助言を与えることを目

的としたサイトビジットを行うこと、③地域毎にＩ

ＣＴ（感染対策チーム：Infection Control Team）構成員

を対象とした地域毎の感染対策講習会を開催するこ

と、 

④アウトブレイク等の問題発生時に当該病院が希望

した場合に、他施設の専門家が訪問して原因の解明

や改善点の提案を行うことを目的とした改善支援を

行う。 

これらの活動を積極的に行い、大学附属病院におけ

る病院感染対策を強化することで良質かつ安全な医

療を提供し、社会に貢献することを目的とする。 

 

（４）病院長会議（継続） 

本 会 議 は 大 学 附 属 病 院 運 営 の た め の 諸 問 題 に 対

応するため、病院事務長会議と連携するとともに加

盟大学附属病院長の連帯・強化を図る。 

 

（５）病院事務長会議（継続） 

本 会 議 は 病 院 部 会 活 動 の 円 滑 化 を 促 進 す る た め
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基礎資料作成等、積極的活動を図る。また、病院管

理 上 の 情 報 交 換 及 び 問 題 提 議 の た め の 研 究 を も 行

う。医療事務研究会とも連携し、診療報酬改定にお

ける問題点を指摘し、私立医科大学附属病院の健全

な 経 営 が 図 ら れ る よ う 厚 生 労 働 省 等 に 対 し て 要 望

を行う。 

 

（６）治験・臨床研究推進委員会（継続） 

本 委 員 会 は 病 院 が 抱 え る 治 験 の 諸 問 題 に つ い て

調査・研究を行っている。厚生労働省は、平成１９

年３月に「新たな治験活性化５カ年計画」を策定し、

「５カ年計画の実施により期待される治験・臨床研

究の姿」を示しその達成に向けた重点的取組事項を

設定している。特に、我が国から革新的医薬品・医

療 機 器 を 創 出 す る こ と 及 び 世 界 に お け る 最 新 か つ

質 の 高 い 医 療 の エ ビ デ ン ス の 確 立 等 が 課 題 と さ れ

ている。 

また、厚生労働省は次期治験活性化５カ年計画案

の作成を進めていることから、本委員会は当該計画

案 及 び 治 験 活 性 化 計 画 に 係 る 諸 問 題 に つ い て ５ 月

頃を目途に協議・検討を行う。 
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７．  総務・経営部会 

 

（１）法務委員会（継続） 

本委員会は、学校法人に関わる法律および法律解

釈上の諸問題に対応して、協会としての指針や対策

を検討し、加盟大学に対して提言・アドバイスする

とともに、関係各方面と折衝・協議を行うことを目

的としている。本年度は、①診療行為に関連した死

因究明制度について、②臓器移植の法的側面につい

て調査研究を進める。 

 

（２）事務局長・医学部事務（部）長会議（継続） 

本会議は加盟大学の事務局長、医学部事務（部）

長 及 び 同 職 種 に 準 ず る 方 を 構 成 委 員 と し て 編 成 し 、

主に私立医科大学・医学部の運営に関する総合的な

情報交換を精力的に行い、各大学の建学の精神を尊

重しつつ、相互の緊密な連絡調整を図り、協議を行

う。 

 

（３）広報委員会（継続） 

本委員会は協会広報誌「医学振興」の企画・編集

発行を行うとともに、その他協会広報活動の企画・

立案を行う。 

 

（４）財政調査委員会（継続） 

本 委 員 会 は 私 立 医 科 大 学 に お け る 財 政 事 情 の 実
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態を把握するための資料を作成し、報告を行う。本

年 度 も 学 生 一 人 当 り に か か る 医 学 教 育 経 費 や 私 立

医 科 大 学 の 消 費 税 負 担 状 況 を 取 り ま と め た パ ン フ

レット「医学教育経費の理解のために」を父兄、学

校関係者等が理解しやすいようにグラフ、図表等を

加えて、平成２２年度財務数値により発行する。 

 

（５）経理事務研究会（継続） 

本 研 究 会 は 私 立 医 科 大 学 に お け る 学 校 法 人 会 計

基 準 が 示 す 会 計 処 理 の 改 善 及 び 財 務 分 析 に 関 す る

こと、固定資産等の調達と財産管理等に関する各種

の研究・討議を行っている。また、事務職員の資質

の 涵 養 及 び 事 務 の 能 率 化 を 図 る た め の 研 究 集 会 を

行う。 

 

（６）労務研究会（継続） 

本 研 究 会 は 私 立 医 科 大 学 に お け る 円 滑 な 労 使 関

係維持と人事・労務・給与管理等に資するため、担

当 者 間 の 情 報 交 換 並 び に 労 働 条 件 及 び 給 与 関 係 等

の現状を調査し、基礎資料を作成するとともにその

研究を行う。また、本年度は教員および医師等の人

事・労務管理について情報交換を行い、協議・検討

を進める。 

 

（７）情報処理研究会（継続） 

本研究会は、私立医科大学における情報処理シス
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テムに関する調査研究を行い、情報処理部門の質的

向 上 を 図 る と と も に 管 理 運 営 に 必 要 な 資 料 を 提 供

する。 

 

 

（８）関連会社経営管理委員会（継続） 

  本委員会は、関連会社の将来の事業展開のあり方に

関して、内在する経営管理や労務問題等の諸問題の検

討、解決等の相互連絡を密にし、関連会社及び協会加

盟大学の発展に貢献する。 

 

 

８．  懇談会及び連絡会、その他 

各 種 懇 談 会 ・ 連 絡 協 議 会 を 必 要 に 応 じ 、 随 時 開 催

す る こ と と し 、 緊 急 に 委 員 会 設 置 を 必 要 と す る 場 合

は、その都度、理事会に諮る。 


